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人吉市復興計画（第１期）主な取組の進捗状況（R3.9 月末時点） 

人吉市復興局 

※Ｒ3.9 月末時点の進捗状況です。 

※復旧スケジュールは現時点の予定であり変更になる場合があります。 

被災者のくらし再建とコミュニティの再生 

①地域支え合いセンターによる被災者支援状況 

 定期的な巡回訪問により仮設住宅入居者や在宅避難者の支援を実施 

生活状況や健康状態の確認/住まい再建支援/必要な支援に向けて関係機関との調整/オープンカフェ開催

などサロン活動やコミュニティ形成支援 等 

 

 ・支援体制：    在宅支援班（11班） 、仮設支援班（5班） 

 ・支援世帯の状況（R3.9.30 現在）： 

 

②被災者生活再建支援金の申請・支給状況  

【基礎支援金】申請 2,064 件   【加算支援金】申請 1,242 件 

 

③災害義援金の配分状況  

【義援金配分総額(第３回配分まで)】 ３９億９，２２０万６千円    ※第 3回配分実施日：R3.10.21 

【申請数】人的被害 24件    住宅被害 3,357件 

 

④人吉市災害復興ボランティアセンターの活動状況（社会福祉協議会）  

人吉市災害ボランティアセンターを、R3.3 月より災害復興ボランティアセンターとして活動継続中 

【受付件数】  1,144件（うちキャンセル 385 件） 【対応済件数】  750 件  【活動人数】 19,109 人 

 ※Ｒ３.９．２８現在値（災害ボランティアセンター開所からの累積数） 

 

⑤応急的住まい確保  

種類 整備数 現時点入居数(R3.9.３０) 

建設型応急住宅 13 団地 380 戸(R2.12 月整備完了) 313 戸（入居率 82.6％） 

市営住宅 160 戸 126 戸（入居率 78.8％） 

賃貸型応急住宅 534 戸 396 戸 

居住区分
調査済

世帯数

建設型仮設 313

みなし仮設 410

公営住宅 127

その他　＊① 513

在宅　＊② 1,909

計 3,272

※調査対象世帯数：　地域支え合いセンターが把握する居住区分ごとの支援対象世帯数

＊①その他：　その他以外の居住区分に属さない世帯（親族・知人宅、施設、被災住所地と別の住所地に居住）

＊②在宅：　被災住所地にそのまま居住されている世帯または被災住所地に戻られた世帯

1,790

305

639

409

124

313

うち支援継続中世帯数
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⑥被災住宅の応急修理支援の状況  

【申請数】1,005世帯 （R2.12.28 受付終了 工期 R3.6.30） 

 

⑦災害公営住宅の整備状況  

(整備スケジュール) ※現時点のおおまかなスケジュール 

・整備戸数精査（住まいに関する意向調査実施(R3.1 月、8 月)） 

・整備候補地検討： 相良町 

・整備方法、基本計画の詳細検討（Ｒ３年度） 

・入居希望者説明会（R3.11 月） 

・全体整備戸数決定（Ｒ3.12 月） 

・設計、工事（R3年度～Ｒ５年度） 

・入居者説明会（Ｒ4年度） 

・入居開始（Ｒ5年度予定） 

 

 

 

⑧災害廃棄物処理支援  

・災害廃棄物の撤去・運搬 

 道路上、宅内から搬出された災害廃棄物の撤去・運搬  ～R3.3 月【終了】 

・災害廃棄物の受入、分別、処分 

災害廃棄物仮置場（人吉中核工業用地） ～R3.１2月まで実施予定    ※Ｒ4.3 月原状回復完了予定 

 

 

⑨災害土砂除去支援  

・土砂等の撤去・運搬 

 道路上、宅内から搬出された土砂等の撤去・運搬  ～R3.3 月【終了】 

 公費解体に伴う堆積土砂の撤去・運搬    ～R3.12月まで実施予定 

・土砂等の分別、運搬、処分 

第一市民グラウンドがれき混じり土砂仮置場  ～R3.2 月【終了】    原状回復完了(Ｒ3.4 月) 

相良村井沢仮置場(～R3.12 月まで実施予定)   

・宅地内堆積土砂等を自費撤去された方への費用償還支援 

    【申請数】71件（受付終了・11 月から償還手続開始予定） 

 

 

⑩被災住宅等の解体支援（公費解体・自費解体）  

【公費解体】申請数 904件 発注率 100％ 解体完了 677件   R3.12月完了予定 

【自費解体(費用償還)】申請数 286件（受付終了） 

【解体完了率（公費＋自費）】80.9％ 

 

 

相良町災害公営住宅の整備方針（現時点） 

【建物構造】 

・ＲＣ（鉄筋コンクリート）構造 

・エレベーター付き集合住宅タイプ 

・ユニバーサルデザイン      による施工を予定 

盛土造成を行い、令和 2年 7月豪雨災害の浸水深を超える高さ 

に住戸を設定し浸水対策を行う。また、緊急避難場所としての防災 

機能を兼ねる整備を検討しています 
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⑪道路、橋、河川の復旧状況（市管理分） ※国庫負担法による災害復旧事業分 

道  路 復旧予定(査定数)：38 箇所   復旧完了：20箇所  発注率 97％ 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和４年度末までに全箇所の復旧完了予定 

 

橋りょう 復旧予定(査定数)：5 橋  復旧完了：2橋  発注率 60％ 

 

 

 

 

※人吉橋（現在復旧中）、大橋（R3年度復旧着手予定）・・いずれも令和4年度末までに完了予定 

※天狗橋（現在復旧方針を検討中） 

 

河川 復旧予定(査定数)：12 箇所  復旧完了：4箇所   発注率 92％ 

 

 

 

 

 

 

※令和４年度末までに全箇所の復旧完了予定 

番号 査定番号 路線名／河川名 町　内 災害状況 復旧工法

1 4754 才田代橋 下田代町 高欄破損 高欄復旧

2 4755 永野橋 下戸越町 高欄破損 高欄復旧

注）９月末時点の状況です。

復旧完了箇所一覧（橋梁）

番号 査定番号 路線名／河川名 町　内 災害状況 復旧工法

1 92 戸越草津線 上戸越町 法面崩壊 ブロック積工

2 93 戸越鹿目線 鹿目町 法面崩壊 ブロック積工

3 94 鹿目田野線 鹿目町 路肩崩壊、路面陥没 ブロック積工

4 95 大塚旧国道第1号線 東大塚町 路側崩壊 路肩盛土

5 96 大塚桑木津留線 東大塚町 法面崩壊 ブロック積工

6 98 人吉矢岳線 大野町 路肩崩落 ブロック積工+盛土工

7 613 下永野上永野線 下永野町 路肩崩壊 L型擁壁工

8 614 戸越永葉線 下永野町 路肩崩壊 ブロック積工

9 617 古仏頂於鹿倉線 古仏頂町 法面崩落 ブロック積工

10 1508 七地蟹作線 蟹作町 歩道崩落 L型擁壁工

11 1878 七地赤池線 七地町 法面崩壊 ブロック積工

12 1879 本白蓑原線 鬼木町 路肩崩壊 L型擁壁工

13 2468 漆田尾曲線 下漆田町 路肩崩壊 ブロック積工

14 2469 赤池古屋敷第1号線 赤池水無町 路肩崩壊 路肩盛土

15 2472 赤池原地内第10号線 赤池水無町 路肩崩壊 L型擁壁工

16 3075 木地屋永野線 上永野町 路肩崩壊 ブロック積工

17 3077 赤池古屋敷第1号線 赤池水無町 路肩崩壊 ブロック積工

18 3631 梶原加久藤線 段搭町 路肩崩壊 ブロック積工

19 3632 下田代地内第2号線 下田代町 路肩崩壊 路肩盛土

20 5670 市道162路線 市内一円 道路埋塞 堆積土砂撤去

注）９月末時点の状況です。

復旧完了箇所一覧（道路）

番号 査定番号 路線名／河川名 町　内 災害状況 復旧工法

1 99 鷹木川 瓦屋町 護岸崩壊 ブロック積工

2 100 井出川 鹿目町 護岸崩壊 ブロック積工

3 101 鹿目川 鹿目町 護岸崩壊 ブロック積工

4 4776 芋の八重川 西大塚町 河川埋塞 河川掘削

注）９月末時点の状況です。

復旧完了箇所一覧（河川）
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⑫上下水道施設の復旧状況  

上水道施設 被災 8箇所  本復旧完了４箇所  本復旧中 2箇所   

（本復旧完了） 

村山ポンプ所、七地町配水管、茂賀野水源地(フェンス復旧)、赤池水無町配水管 

（本復旧中）  

下戸越町配水管、原城配水池のり面災害復旧工事（R４.３月完了予定） 

 

※ 西瀬橋配水管本復旧（西瀬橋本復旧時に同時施工予定） 

※ 麓橋配水管本復旧（麓橋本復旧時に同時施工予定 ） 

 

 

下水道施設 被災 7箇所  本復旧中７箇所 

（本復旧中）  

人吉浄水苑、宝来町雨水ポンプ、頭無川雨水ポンプ場、矢黒町汚水中継ポンプ場、 

九日町汚水中継ポンプ場、中神町第一汚水中継ポンプ場、麓町汚水中継ポンプ場 

※本復旧まで仮設設備の補完により稼働中。汚水・雨水管渠は通常運用中 

 

 

⑬公園の復旧状況  

 被災 8箇所  復旧完了４箇所   復旧中３箇所   復旧方針検討中１ 

(復旧完了)  

相良公園、宝来公園、鍛冶屋町公園、青井ハス池ポケットパーク、人吉城跡公園（ふるさと歴史の広場のみ） 

 

(復旧中)   

人吉城跡公園（三の丸ほか）（完了予定 R5.３月） 

中神公園（完了予定 R３．１２月）※工事完了後、芝生の養生予定 

石野公園（完了予定 R４.１月） 

 

(復旧方針検討中) 

中川原公園（治水対策影響を検証し、今後の復旧方針を決定） 

 

 

⑭文化財の復旧状況  

指定文化財・登録文化財 被災 34箇所  復旧完了７箇所   復旧中７箇所   

(復旧完了) 指定 6  登録 1 

国宝青井阿蘇神社、 市指定牛塚毘沙門堂鰐口、 市指定西門釈迦堂鰐口、 市指定繊月石、  

市指定相良三十三観音（瀬原観音） 、市指定木造神像二体 、国登録旧青井家住宅主屋・門 

（復旧中） 指定 5 登録 2 

国史跡 人吉城跡（完了予定 R５.３月）、 

国史跡 大村横穴群（完了予定R６．３月） 

県指定 相良家墓地（完了予定R4.３月） 

R4.3 月完了予定 
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県指定 真宗禁制の遺物一括（完了予定R５．３月） 

市指定 眼鏡橋（完了予定R４．３月） 

国登録 人吉旅館 （完了予定 R５） 

国登録 芳野旅館 （完了予定 R５） 

 

未指定文化財の復旧支援 

地域で管理するお堂や祠等の復旧、地域の祭り等に使用する神輿等の用具の修理・新調に対する支援を実施 

（復興基金メニュー活用(相談：18 件 申請３件)） 

 

⑮鉄道の復旧状況  

【くま川鉄道の早期復旧に向けた取組】  

・代替バス運行開始(R2.7 月) 

・くま川鉄道の復旧方針を決定（R2.8 月） 

・くま川鉄道再生協議会の設立（R2.12月） 

・施設復旧関連工事開始（R3.2 月） 

・上下分離方式導入の決定（R3.3 月） 

・部分運行開始(肥後西村駅～湯前駅区間) 開始時期：R3.11月下旬予定 

 

【ＪＲ肥薩線の早期復旧に向けた取組】  

・要望活動の実施   R3 年度も継続実施 

 

 

力強い地域経済の再生 

⑯被災事業者の再建支援   

【相談体制】 

R2 年度： なりわい再建サポートセンター（会場 人吉商工会議所）、 

熊本県なりわい再建支援補助金相談窓口（会場 中小企業大学校人吉校）、 

市しごとサポートセンター（会場 人吉商工会議所） 

R3 年度： 熊本県よろず支援拠点(会場 人吉商工会議所)、 

熊本県なりわい再建支援補助金相談窓口（会場 人吉商工会議所）、 

市しごとサポートセンター（くまりば） 

【支援制度の活用状況】 

なりわい再建支援補助金（新グループ補助金）     申請（第 13 次まで）：２４２件    

被災小規模事業者再建事業 持続化補助金令和２年７月豪雨型    申請：389件【受付終了】 

 

【仮設商店街の整備】 

・仮設商店街「モゾカタウン」整備（市整備）   場所：人吉駅前、くまりば内 

    店舗入居状況： 人吉駅前 23件（入居率 100％）、くまりば内 3件（入居率 100％） 

・仮設商店街「人吉復興コンテナマルシェ」（人吉商工会議所整備）   場所：肥後銀行人吉支店東側 

    店舗入居状況： 7 件(入居率 100％) 
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⑰観光の再生に向けた地域全体の取組    

(R3 年度の動き) 

・観光拠点再生計画策定(市：R3.6 月) 

      観光地“人吉”の面的な創造的復興に向けて、“宿泊施設等の高付加価値化”、滞在時間や回遊性を高める“新

たな観光コンテンツ創出”、２次交通の利便性を高める“交通アクセス改善”を大きな柱とする観光再生計画 

・被災した宿泊施設復旧及び高付加価値化改修 

各事業者において、被災施設復旧にあわせ、被災前よりも魅力を引き出す施設整備に向けた取組を実施（観光

庁：既存観光拠点の再生・高付加価値化推進事業） 

・既存観光拠点の再生・高付加価値化推進事業を活用した観光再生に向けた実証実験 

      観光関係事業者等において、観光地としての魅力や観光客の利便性向上に向けて各種実証実験を行う。 

夜間景観の魅力を引き出す“ひかり”による実証実験、着地型体験プログラム創出実証実験、２次交通実証実験、

球磨焼酎情報発信プラットフォーム実証実験、観光アプリ実証実験、観光プロモーション実証実験 

・観光者誘客促進、飲食店応援キャンペーン（市） 

      宿泊利用促進：  宿泊割引を実施（R3.10 月開始） 

      食べ飲み利用促進：  プレミアム付き商品券発行（第１弾：R３.１月開始  第２弾：R３．１１月開始） 

      2 次交通利用促進：  宿泊者に向けて 2次交通で利用できるクーポンを発行 

      観光バスツアー等利用促進： バスツアー企画に対する助成を実施 

県内周遊観光促進： 県内周遊宿泊者宿泊者へアクティビティクーポン交付 

・リバーアクティビティ再開に向けた動き 

     HASSENBA オープン、ラフティングや遊覧船（梅花の渡し）の再開(R3.7 月) 

     リバーアクティビティ利用促進キャンペーン（市）： 

宿泊者、飲食店利用者に対する球磨川くだり乗船、ラフティング、サイクリングツアー利用料金割引 

球磨川くだり一部運行再開（R4.春予定） 

 

⑱農地、農業用施設、農業用機械等の復旧状況  

【農地・農業用施設(国庫補助災害復旧事業分)】  

農地  

災害査定： 139ha・142件     

確約書提出状況： 60％(約 104ha)      

確約書提出済分のうち発注率(面積)： 82％（約 85ha）  ※災害査定面積における発注率：61％ 

      

 

農地(国庫補助災害復旧事業）

査定件数 面積(ha）

R2年災中神地区農地災害復旧工事 2 39.13

R2年災大柿地区外農地災害復旧工事 2 15.4

Ｒ2年災七地地区農地災害復旧工事 2 10.49

Ｒ2年災林1地区農地災害復旧工事 1 12.95

Ｒ2年災戸越地区農地災害復旧工事 1 3.2

Ｒ２年災永野地区農地災害復旧工事 6 3.69

Ｒ2年災東漆田地区農地災害復旧工事 1 0.18

Ｒ2年災古仏頂地区農地災害復旧工事 2 0.4

計 17 85.44

工事名
発注状況
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農業用施設  

災害査定：201件   発注率：39％ （水路 51 件・道路 23 件・頭首工4件)   復旧完了：5件 

(復旧完了) 

小柿地区水路災害復旧工事（２箇所）、 下永野地区水路災害復旧工事、  

西間上町赤渡瀬地区水路災害復旧工事、 大柿地区水路災害復旧工事 

 

※農地は確約書の提出された箇所、農業用施設は詳細設計完了分から順次発注を実施 

※農地、農業用施設とも R3年度完了を目指し順次復旧実施 

 

農業用機械等の復旧支援 

強い農業・担い手づくり総合支援交付金（被災農業者支援型）事業（利用期限：～R4.３月末）   

（申請： 当初分 93件  追加分 25件）  

 

農地等被災農業者の生活支援 

一時的な借地、機械借上げ等により営農維持する場合の必要な掛かり増し経費を助成 

（復興基金メニュー活用・申請：2件（受付終了、１０月交付予定）） 

 

 

⑲林道、作業道の復旧状況 

【災害復旧事業】    

林道： 復旧予定（査定数）：22 箇所  復旧中９箇所 

作業道： （市管理）１箇所   復旧中 0（R3 年度着手予定） 

（復旧中） 

林道宇土山線（完了見込 R3.11月）、 林道園田山線2箇所（完了見込R４.２月） 

林道大谷線 2箇所（完了見込R4.1 月）、 林道照岳線 2箇所（完了見込 R4.2月） 

林道芦刈線 2箇所(完了見込 R3.12月) 

 

【災害復旧事業以外（作業道復旧）】 

作業道：（事業体管理）  森林作業道の自立復旧支援事業活用による復旧（申請：８件） 
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災害に負けないまちづくり 

 

⑳治水対策・治山対策の取組 

【治水対策】 

流域治水対策の推進に向けた動き（国、県、流域市町村連携） 

・流域治水対策に関する住民説明：   

地区別懇談会（Ｒ3.7 月）、県説明会（Ｒ3.9 月）、広報ひとよし掲載（Ｒ3.6 月） 

・堆積土砂の撤去の進捗状況 

    国管理河川（R3.9 月末時点 球磨川全体で約９５万㎥） 

    県管理河川（R3.５月末時点 人吉市内で約１５．６万㎥） 

・遊水地整備に向けた取組 

    遊水地候補地（大柿地区・中神地区）への説明会の実施（R3.５月、７月、11 月(予定)） 

    遊水地候補地におけるドローン測量実施（国）（R3.5 月）、地質調査（ボーリング調査）実施（国）（R3.8～9 月） 

    住民に対する戸別意向調査実施（市）(R3.9 月～R3.10 月) 

・田んぼダム普及促進に向けた取組 

田んぼダムモデル地区選定（県）（鬼木地区３３．４５ha）  

田んぼダムの取組内容説明会の実施（県）(R3.3 月)、関係農家へのせき板配布（県） 

【治山対策】 

 ・ 山地崩壊復旧： （R3年度着手）古仏頂町、木地屋町   ※緊急治山対策事業（県） 

 ・ メガソーラー発電事業に関する協定締結 

 

 

 

㉑防災・避難情報伝達強化・分かりやすい情報発信に向けた取組 

(Ｒ３年度の取組) 

・防災ラジオ（防災行政無線戸別受信機）の全世帯配布 

令和２年７月豪雨災害における浸水地域を優先的にＲ３.６月から全世帯配布を行い、屋内においても防災情報が

確実に届く体制整備を実施中 

・防災ポータルサイト構築 

      河川情報、気象情報、避難情報といった防災・災害情報を一元化し、住民が必要とする情報をいち早く入手できる

防災ポータルサイトを構築中 

・ライティング防災アラートシステム構築 

      橋梁の手すり等に変色可能なＬＥＤ照明を設置し、緊急時には色の変化によって河川氾濫危険度を視覚的に知ら

せることで避難行動を促す「ライティング防災アラートシステム」を構築中。同システムによるＬＥＤ照明の色の変化

は、防災ポータルサイトから河川監視カメラを通じて確認可能とする予定。 

・緊急時の「警報サイレン」による避難呼びかけ 

      特に緊急を要する避難情報発令（避難指示以上）の際は防災行政無線等による情報伝達に加え、「警報サイレン」

を活用し、住民の避難意識を高め避難行動につなげる呼びかけを行う(R3 年度より開始) 
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㉒災害リスク周知に向けた取組 

・想定最大規模の降雨（L2）の浸水想定区域図全世帯配布（R3.4 月） 

・令和 2年 7月豪雨災害における浸水深標識を国、県と連携し市内各所に設置中 （設置済：九日町、紺屋町） 

・総合防災マップの更新(R3年度) 

 

㉓避難所の見直しや備蓄体制強化 

・指定避難所の見直し  

・東西コミセン、西瀬コミセン →被災施設のため指定避難所見直し 

・デジタルケア避難所サービス実証事業の実施 

      避難所の定員管理、空き状況のリアルタイム確認、スマート受付といったデジタルを活用した避難所運営に向けた

実証事業に取り組む (R3 年度) 

・地域ごとの災害備蓄倉庫整備 

      地域ごとの備蓄体制強化に向けて指定避難所９箇所へ災害備蓄倉庫を整備（R2～R3 年度） 

 

㉔消防団施設の復旧状況 

  積載車、小型ポンプ：   復旧完了（R2年度） 

  消防団詰所： 被災 5箇所   復旧完了：（R2年度）1箇所  （R3年度）2箇所予定    

  

㉕地域全体の防災体制強化に向けた取組 

・地域防災官の配置（R3.5月～ 市防災安全課）： 市防災体制強化と自主防災組織強化 

・出水期前に、市民それぞれが避難行動を確認する自主避難訓練を実施（R3.5 月） 

・水害を想定した総合防災訓練実施（R3.10月）  

・広報紙での防災シリーズ開始「命を守る話」（R3.9 月～） 

 

㉖自治公民館の復旧状況  

被災 27箇所   

復旧完了 13箇所   復旧中 1箇所   復旧方針検討中 9箇所  復旧不要 4箇所   

 

 

㉗浸水被害が大きかった地域を中心としたまちづくりの取組 

・「復興まちづくり計画」策定(R3.10 月策定予定) 

・市街地復興に向けた取組 

被災市街地復興推進地域指定（Ｒ3.7.21 都市計画決定）   

指定範囲： 九日町・紺屋町・上青井町・下青井町・宝来町の各一部 

（今後のスケジュール） 

・対象地域の住民説明会（事業計画検討会）  R3.10 月 

・戸別訪問実施   R3.11月～ 

・住民意向を踏まえた具体的整備方針検討（R3年度） 

・事業区域都市計画決定（R3年度） 

・事業認可、事業着手（R4年度） 
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㉘災害協定促進（緊急避難場所・人的支援・物的支援） 

（Ｒ2.7 月災害後の締結状況） 

【一時避難場所の民間建物活用】  （Ｒ2 年度）1件   (Ｒ3 年度)１件 

【物的支援】 （Ｒ3年度）２件   【人的支援】 （Ｒ3年度）２件 

 

㉙公共施設の復旧 

（復旧方針が決定した施設） 

・西瀬コミュニティセンター：    移転新築により復旧（復旧完了予定：Ｒ５.3 月） 

・東西コミュニティセンター：    現地復旧（復旧完了予定：Ｒ４.12月） 

・スポーツパレス大アリーナ：   空調設備及び床面改修（復旧完了予定：Ｒ４.3 月） 

・老神団地（市営住宅）：      現地復旧(復旧完了予定：R4.1 月) 


